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【令和４年第４回６月定例会】	

会 計 名 称 補　正　額 補正後予算額 議案番号

一 般 会 計 6億6,446万2千円 260億9,870万7千円 26

※�国民健康保険事業特別会計、後期高齢者医療特別会計、水道事業会計、下水道事業会計について
は補正なし。

●佐敷海岸海辺のまちづくり推進事業　878万９千円
　�　佐敷地域海岸においては、築島の浸食や砂州の移動による泥質干潟の陸化・マング

ローブの繁茂等が進み、排水や漂着ゴミの滞留、排水路はけ口の閉塞等によって大雨時
に内水氾濫が発生し住環境が悪化しているため、この事業を行う事により現状と課題を
整理した上で今後の活用及び整備について検討する事業です。
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●学校保健特別対策事業費補助金
　　（学校等における感染症対策等支援事業）　1,710万円
　�　教育活動を着実に継続するため、学校の感染症対策等を講じる取組及び児童生徒の学

びの保障をするための取組を実施するに当たり、迅速かつ柔軟に対応する事が出来るよ
う支援する経費の補助をする事業です。

●体育施設費　220万２千円
　�　玉城総合体育館及び知念体育館の老朽化が進み、修繕改修箇所が多く施設維持管理に

苦慮し、施設利用者に不便をきたしているため、今後も施設利用者が安心安全に利用で
きるよう、早急に改修等を行う必要がある事からこの事業で改修工事を行います。
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南城市議会で

議案番号 件　　名 議決結果

第３回臨時会　会期日程：令和４年５月27日（金）　1日間

承認第１号 専決処分の承認について 承　　認

議案第17号 Ｒ３運座新開線（第二新開橋）橋梁架替工事（第１期）請負変更契約について 可　　決

議案第18号 南城市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議案第19号 南城市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決

議案第20号 南城市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第21号 南城市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議案第22号 令和４年度南城市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決

議案第23号 令和４年度南城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

第４回定例会（６月）　会期日程：令和４年６月８日（水）～ 24日（金）　17日間

報告第５号 専決処分の報告について 報　　告

報告第６号 令和３年度南城市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報　　告

報告第７号 令和３年度南城市一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 報　　告

報告第８号 令和３年度南城市水道事業会計予算繰越計算書の報告について 報　　告

同意第５号 教育委員会委員の任命について 同　　意

同意第６号 固定資産評価員の選任について 同　　意

議案第24号 南城市固定資産税の課税免除条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第25号 南城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第26号 令和４年度南城市一般会計補正予算（第２号）について 原案可決

陳情第３号 選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する陳情書について 趣旨採択

陳情第10号 「天の浜」の安全・安心で自由・適正な利用に関する陳情について 採　　択

陳情第13号 小中学校のトイレに生理用品を設置することについてのお願いについて 採　　択

陳情第14号 建設業振興に関する要請書について 採　　択

陳情第１号 陳情書について 採　　択

発委第３号 「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書について 原案可決

発委第４号 「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書について 原案可決

閉会中の継続審査申し出について（総務福祉委員会） 決　　定

閉会中の継続調査申し出について（総務福祉委員会・産業教育委員会） 決　　定
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議員別表決状況
決まったこと� （○：賛成、×：反対、棄：棄権、欠：欠席、除：除斥、無：無効）

内容案内
安
谷
屋
　
正

運
天
　
貴
也

宮
城
　
秋
夫

森
山
　
　
悟

新
里
　
　
嘉

宮
城
　
康
博

島
袋
　
裕
介

仲
間
　
光
枝

前
里
　
輝
明

知
念
　
俊
也

上
地
寿
賀
子

吉
田
　
　
潤

平
田
　
安
則

中
村
　
直
哉

大
城
　
竜
男

宮
平
　
憲
二

松
田
　
兼
弘

親
川
　
孝
雄

玉
城
　
　
健

国
吉
　
昌
実

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ／

詳細はP3

詳細はP2

詳細はP3

詳細はP4

詳細はP5

詳細はP6～7

詳細はP20

詳細はP22

詳細はP4

詳細はP19

※�議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。

詳細はP23

詳細はP21
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松田 兼弘

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 道路整備について
 　⑴ 津波古桃原川線の幅員拡幅整備を求めます。
　　 　この現場は、国道付近入口で出勤時の渋

滞は車と通行人の交互通行で危険な状況。
　　 　馬天小学校に行く道です。優先順位しっ

かりと検討して頂きたい。
　⑵  佐敷区市道３号線の排水路の転落防止対

策を求めます。
答 国道工事完了後検討　防護柵を整備
●土木建築部長　西村　啓
　⑴ 早急な整備については市道路網計画の優先

順位等から厳しいものと考えます。国道工
事が完了した時点で桃原川線の対応を検討
していきたいと考えております。

●農林水産部参事　玉那覇　勲
　⑵ 当道路の排水路は、佐敷与那嶺原地区の長

寿命化、防災、減災事業で改修することが
決まっており、排水路改修と併せて防護柵
を整備する計画となっております。

質 国民健康保険事業について
　⑴ コロナ特例減免延長について
　⑵（減免延長）周知の対応について
　⑶  子どもの均等割は、子育て施策からして

も収入のない子どもから割り勘（均等割）
をなくして欲しい、多子世帯の均等割減
免を求めます。

答 未就学児の均等割5割軽減
●市民部長　中本　和正
　⑴  国保納付のコロナ特例減免制度が4月以降

も延長になります。
　⑵ 市広報等で周知します。
　⑶  今年度より子育て世帯の経済的な負担軽

減に未就学児の均等割に5割軽減します。
九州市長会は、未就学児に限定せず（年齢）
引き上げを国に要請しています。

※  紙面の都合で新里区の水害対策、特定健診
等は、割愛しました。

まつだ　けんひろ

親川 孝雄

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 南城市産業共進会の開催について
 　 　南城市は、第一次産業が盛んであります。

産業共進会を開催することで、生産農家と漁
業従事者の所得向上につながり、他産業への
波及効果も期待できると思いますが、以下に
ついて伺う。

　⑴ 産業共進会の意義について
　⑵ 開催への取組と方向性について
　⑶ 他産業への波及効果について
答 産業共進会の開催は農漁業者の所得向上が図られる
●農林水産部長　外間　孝明
　⑴  共進会の開催で、生産農家と漁業従事者

の所得及び質の向上が図られると考えて
おります。

　⑵  開催の可否については、JA、漁協及び関
係団体と調整し検討してまいります。

　⑶  波及効果としましては、農畜産物の品質向
上につながり、消費拡大が期待されます。

質 半農半Xへの考え方と取組について
　 　半農半Xについては、農林水産省において

も本格的な検討支援を始めており、他府県で
も先行して取り組む市町村が増えております。

　 　本市においても取り組む必要があると思い
ますが、市長の見解を伺う。
答 農業従事者の多様な働き方として重要だと認識
●農林水産部長　外間　孝明
　 　コロナ禍の影響により、テレワーク等が浸

透し、働き方やライフスタイルに大きな変化
が起こっている中、農業従事者の多様な働き
方の一つとして重要だと認識しており、今後
は農業従事者の状況把握に努め、多様な働き
方の取組みについて検討していきたいと考え
ております。
質 	国道331号知念・玉城の海岸沿い
の景観向上について

　 　知念・玉城の国道沿いは、概ね良好な景観
が保たれておりますが視界が遮られている箇
所があります。改善できないか伺う。
答 南部国道事務所に確認する
●土木建築部長　西村　啓
　 　雑草・雑木の繁茂により、百名、安座真地

区で視界を遮られる箇所が見受けられまし
た。道路管理者の南部国道事務所に雑草・雑
木の除去が出来ないか確認してまいります。

おやかわ　たかお
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平田 安則

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 市長・教育長の所感及び取組みについて
　 　尚巴志生誕650年と中山王即位600年、復

帰50年の評価と将来展望
答 記念グッズを児童生徒、市民に配布します
●教育部長　宮城　光也
　 　生誕650年は尚巴志ハーフマラソン等各種

行事に冠をつけ、広報誌の別冊特集号発行、
記念グッズを児童生徒、市民に配布します

　 　即位600年をテーマにした移動展、グスク
見学会、古銭づくり体験会など行います
●企画部長　玉城　勉
　 　独自の都市計画策定による人口増加、教育

環境・都市基盤整備、観光客増加、農水畜産
業所得向上、福祉健康分野で「保健文化賞」
の受賞など、着実な発展を遂げる事が出来た
と評価しています

　 　子供から高齢者まで健康で夢と生きがいを
持って生活できる安全安心な「日本一元気で魅
力あるまちづくりの実現」に取組んでいきます
質 中城湾港港湾計画改定及び計画見直し後について
　 　計画改定は市の要請に沿ったもので、今後

の土地利用計画に影響は生じないか、又、佐
敷海岸域の整備構想について伺います
答 条件を付して同意しています
●土木建築部長　西村　啓
　 　佐敷地区沿岸部の住環境改善等について、

県の主体的取組等の条件を付して同意してお
り、計画改定によってマリーナ跡陸上部分の
土地利用計画に影響はありません

　 　今後は「佐敷東地区の住環境改善に関する
総合調整会議」で、佐敷海岸海辺のまちづく
りについて、総合事務局、県と協議を行って
いきます
質 地域課題について
　 　屋比久～冨祖崎間の配水パイプによる排水阻

害、屋比久森林内歩道階段の危険性除去、伊原
区の住宅地、畑地冠水被害の改善を求めます
答 改修工事を実施します
●農林水産部参事　玉那覇　勲
　 　パイプの占用許可申請がされておらず指導

を行っていきたい
●農林水産部長　外間　孝明
　 　歩道は危険な状態であり改善を検討していきたい
●土木建築部長　西村　啓
　 　市道のボックスカルバートの改修工事を実施

します

ひらた　やすのり

大城 竜男

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 地域課題について
　 　つきしろ区は約10年間にわたり公民館に

隣接する公園の整備を要望してきました。こ
こ数年は膠着状態が続いていましたが、執行
部が入れ替わりました。これまでの経過も踏
まえ、今後の方針を伺います。
答 令和７年度に改修工事を行う予定です
●土木建築部長　西村　啓
　 　令和４年３月30日に再度、沖縄防衛局に

事業化の要請をおこなったところ、令和６年
度の事業化が可能との回答を受けておりま
す。今年度、南城市実施計画等検討委員会に
かけ、令和５年５月に沖縄防衛局へ補助事業
計画書を提出する予定です。令和６年度の採
択後は実施設計を行い、令和７年度に改修工
事を行う予定です。
質 農業振興について
　 　生産資材の高騰は農家にとって死活問題と

なっています。市独自の支援も欠かせないも
のとなっていることを念頭に２点伺います。

　⑴  肥料や資材などの生産資材高騰の対策に
取り組む考えはないか伺う。

　⑵  前年度まで「災害に強い高機能型栽培施
設の導入推進事業」としてハウス等の栽
培施設整備の補助を行ってきたが、今年
度から「沖縄型耐候性園芸施設整備事業」
として名称を変え支援を行うと思うが、
事業の概要と特徴、本市の計画も伺う。

答 効果的な支援の検討を行っていきます
●農林水産部長　外間　孝明
　 ⑴ については、自助努力では限界があると認

識しており、離農者を出さないためにも効
果的な支援の検証・検討を行っていきます。

　 ⑵ については新たに既存の耐候性園芸施設の
補強・改修事業の内容が追加されています。
本市としても毎年度、農業協同組合を通じ
沖縄県へ事業の要望をしているところであ
り、今後も関係機関と連携を図りながら進
めて参ります。

おおしろ　たつお
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前里 輝明

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 自然災害について
　 　５月31日に記録的短時間大雨情報が発表

となる大雨が降り市内各地にて道路や農地の
冠水、土砂崩れ等が発生しました。今後の対
応・対策について伺う。
答 社会資本整備のあり方を検討して参ります
●総務部参事　糸数　義人
　 　近年は異常気象による記録的な大雨が頻発

しており、今後、大雨に対応できるように南
城市国土強靱化地域計画を基に各所管部署に
おいて検討して参ります。
質 畜産振興について
　 　畜産排せつ物処理の課題を解決することで、

各農家にて頭数を増やし生産量や所得が増え、
担い手育成や新規就農者も出てくると見込め
るが見解を伺う。
答 情報収集しているところです
●農林水産部長　外間　孝明
　 　本市の畜産排せつ物処理は、主に農地還元

を行っており、近年、宅地化が進む中、畜産
排せつ物の散布ができる農地の確保に苦慮し
ている現状があり、市としても畜産排せつ物
処理施設の必要性は感じています。

　 　現在、行っている循環型農業を進めながら、
畜産関係者と調整をしてまいります。
質 子育て支援の充実について
　 ①直近の保育所待機児童数と今後の対応。
　② 児童発達支援、放課後等デイサービスの現

状と課題。
答 支援の充実に取り組みます
●福祉部長　城間　みゆき
　 ① 令和４年５月１日時点で合計47人、待機

児童対策については、既存園を活用した定
員の拡充や保育士の確保に努めていきます。

　② 令和４年５月31日現在、本市の児童発達
支援サービス支給決定者は38人、放課後
等デイサービス支給決定者は213人、課題
としては放課後等デイサービスのサービス
利用期間が長期化していることや、知念地
域が事業所の送迎区域外になることが多
く、新規業者の事業所選びに苦慮している
ことが挙げられます。

※ その他にNバスについて質問しました。

まえざと　てるあき

仲間 光枝

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 緊急小口資金・総合支援資金特例貸付について
 　 　コロナの影響が長引く中、償還免除（住民

税非課税世帯）の対象とならない返済困難事
案についてどの程度想定しているのか。また、
救済についての見解。
答 実施主体である県社協が判断すべきものと考えている
●福祉部長　城間　みゆき
　 　市として救済措置について話し合った事は

ないが、分割納付等相談があれば返済方法は
検討されるものだと思っている。

●市長　古謝　景春
　 　もともと役所がやるべきものを福祉の専門

機関として社協を設置した経緯がある。行政
としてどう関わっていくのか検討しなければ
いけないと思っている。
質 子ども施策について
　 ①障がい児相談支援体制について
　②面会交流支援について
　③子どもの権利に関する条例について
　　の本市の見解。
答 関係機関との共通理解、情報共有体制づくりが重要
●福祉部長　城間　みゆき
　 　子どもの権利条約で定められた4つの権利に

ついて市民へ周知し理解を求めていくことが市
として第一に取り組むべき事だと考えている。
質 急進するDX化について
　 　DX（デジタルトランスフォーメーション）

の目的は、「既存の価値観や枠組みを根底か
ら覆すような革新的イノベーションにより
人々の生活をより良いものへと変革する」と
の事ですが、科学技術の暴走を確実に止めら
れる、コントロールできる事が前提となって
初めて成り立つ世界でもあります。本市にお
けるDXへの取組み方針、見解を伺います。
答 南城市に合った計画をつくり推進していく
●企画部長　玉城　勉
　 　全ての人がデジタル化の恩恵を享受できる

心豊かな暮らしの実現を目指すものであり、
本市もそのように取り組む。

●副市長　當眞　隆夫
　 　人口減少や高齢化社会への対応、市内の地

理的課題の解消に繋げたい。
●教育長　具志堅　兼栄
　 　教育分野が目指すDXは、誰でもどこにい

ても同じように質の高い教育を受けられる事
だと思っている。

なかま　みつえ
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中村 直哉

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 大雨の被害について
 　 ①対応施策の有無と実施時期
　②奥武島海産物食堂前の道路冠水について
　③ 玉城こども園から島尻消防へ向かう道路、

歩道の冠水について
　④マルミネマンション後ろの冠水について
　⑤おきなわワールド周辺の冠水について
答 詳細は次のとおり
●土木建築部長　西村　啓
　 ① 現場確認し結果をまとめている状況。施策

の有無や実施時期については今後検討。
　② 側溝の詰まりが原因なのか構造的に側溝の

改良が必要なのか詳しく現地調査を行う必
要があり、その結果を踏まえて対策につい
て奥武区と調整を進める。

　③ 山手側からの雨水対策が課題。現状として
地形も含め道路の勾配が強く雨天時には歩
道側に偏った流れとなり歩道舗装の剥離及
び道路の沈下について随時補修している状
況。

●農林水産部参事　玉那覇　勲
　 ④ 上流山手側からの土砂流出による排水断面

縮小や草木などが函渠に流入したことによ
る排水路閉塞が主な要因。排水路の適正な
維持管理をさらに徹底し被害の解消軽減に
努める。

　⑤ 多面的機能支払交付金事業で前川土地改良
区内排水の土砂浚渫、沈砂池等の除草作業
を行っており、緊急的に対策が必要な場合
はその都度対応している状況。対策は土地
改良区内排水路の維持管理を続け関係機関
とも連携を図り検討していく。

再質 今議会に上程された河川道路等監視システ
ム整備事業について伺う

答 ●総務部参事　糸数　義人
　 　河川増水の状況をライブカメラで配信す

る。あるいは河川の氾濫、道路の冠水状況を
情報発信して、被害を最小に食いとめること
が目的となっている事業。

※  他に「観光施策について」を質問しました。

なかむら　なおや

新里 嘉

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 大里中学校ナイター設備について
 　 　今回の改修で撤去、再整備無し、今後市内

全域の公共施設の再編と合わせて検討予定で
ある当施設のナイター設備ですが、改修前の
稼働率の高さ、利用者からの要望、そして、
生涯学習、健康増進の観点からも再整備は必
須事項であると考えます。もし今後整備予定
でも、学校への影響、コスト面等を考慮する
と、先ずは基礎の部分となる配管、配線設備
等を今回の改修事業と合わせて行うべきだと
強く要望しますが、所見を伺います。

答 健康増進等に役立っている設備
●教育長　具志堅　兼栄
　 　屋外運動場の整備をした後にナイター設備

の整備をすると、さらに運動場を掘り起こさ
ないといけない、それを考えるとご指摘があ
るように、経済的な部分、生徒たちの利用の
面からも支障があると考えています。それと、
当該施設のナイター状況、利用率をみても、
市民の生涯スポーツ、健康増進に大いに役立っ
ているものだと思ってます。この状況も踏ま
えて市長にも説明、確認をしたところ、この
場所にナイター設備が必要であると確信をし
ております。そこで、今年度は大規模改修事
業以外のメニューを活用し路面に埋める分の
電気配管、電柱を建てるなどの部分について
は実施したいと考えています。

　 　照明等については、次年度もろもろのメ
ニューを勘案しながら、随時対応していく考
え方で整理してます。

※  その他、コミュニティスクールについて、
本のスポンサー制度について、スマホを活
用した健康ポイント制度について、子ども
の脳を守る取り組みについての質問を行っ
てます。

しんざと　ただし
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宮城 秋夫

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 教育行政について
 　① 毎年在籍数が増え、今年度957名となって

いる大里南小学校の過密化解消を早急に行
うべきと思うが対策について

　②適応指導教室の成果と課題について伺う

答 それぞれしっかりと取組む
●教育部参事　與儀　毅
　① 過密化解消に向けて、学校教育審議会を立

ち上げて取り組む
　② 適応指導教室から在籍校へ登校復帰するな

どが成果をあげている
　　 課題としては、適応指導教室の周知不足が

あり広報なんじょう等で紹介していく
再質 適応指導教室の移動に際しては現場の先生

方の意見を聞くべきではないか
答 ●教育部長　宮城　光也
　 　整備している大里認定こども園の２階に移

動を予定している　関係者の意見を聞きなが
ら進めている

質 仲程―南風原線通学路の整備について
　 ①歩道整備の進捗状況について伺う

答 今年度、歩道整備の概略設計を行う
●土木建築部長　西村　啓
　① 今年度歩道設置等に関する概略設計を行い

概略設計完了後に地権者説明会を開催する
予定である

質 地域課題について
　① 真境名区内の穴ぼこ道路及び排水の整備に

ついて
　② 具志堅268番地1付近市道の転落防止対策

ができないか伺う

答 なるべく早い時期に対応する
●土木建築部長　西村　啓
　① 道路及び排水整備を令和５年度の事業化に

向けて県と調整する。
　② 転落防止策として注意喚起及びラバーポー

ルの設置を行う予定

みやぎ　あきお

上地 寿賀子

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 テレワーク人材育成について
 　 　働き方改革や生活様式が変化する中ですが、

本市におきましてはテレワーク人材育成事業
に取り組んでおり、市民ニーズに応えてきた
ことは大変評価ができると思っております。

　 　新型コロナウイルス感染症の影響により、リ
モートワークがより進んできたこともありま
すが、障害があって外出が困難な方や在宅での
仕事や副業を希望をしている方々にとっては、
新たな就労の機会となることから、今後の方
向性や課題について伺います。
答 パソコンリースが課題だが、
	 今後も需要は高まる
●企画部長　玉城　勉
　 　課題としては、パソコン等を持っていない

方でも受講できるようパソコン等リースを調
整している。コロナウイルス感染症拡大長期
化や昨今のDX推進の流れもあって、今後も
需要が高まるものと考えています。
質 災害対策について
 　 　昨今の豪雨による冠水被害や河川の氾濫な

ど、未曽有の被害が本市各地でも起きており、
大雨が降り出してから、危険を察知するまで
に時間がなく予測するのが難しい状況にあり
ます。

　 　守らなければいけない幼い子供たちや小中
学生、高齢者、障がいがある方などが迅速に
避難ができる対策を伺います。
答　 大雨災害もあり、より関係機関と連携
した訓練を実施していく

●教育部参事　與儀　毅
　 　学校安全計画に基づき、各種避難訓練を年

間計画に位置づけており、自然災害について
は沖縄県広域地震、津波避難訓練実施日に合
わせ訓練を行っています。

●福祉部参事　與那嶺　幹
　 　土砂災害の地域になっている学校は、土砂

が流れてくる反対側の場所に移動するという
ことも想定し対応を考えていきます。

●総務部参事　糸数義人
　 　11月に総合防災訓練を予定しており、警

察や消防、気象台、海上保安庁とも訓練を調
整中であります。

うえち　すがこ



一般質問問 一般質問問

南城市議会だより　No.66　 15

令和４年（2022年）６月定例会号

玉城 健

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 学校給食について
　 　燃料や原材料価格の高騰により、学校給食

に与える影響が心配されております。安心で
おいしく、質を落とさない給食の維持ができ
るか、給食費の値上げによる負担につながら
ないか、また給食の牛乳が余っていると聞い
ているが現状を伺う。
答 給食費の適正化にについて検討する
●教育部長　宮城　光也
　 　食材費や運送費の高騰は避けられない状況

であると推測されます。今年度は給食費の値
上げは考えてないが現給食費で十分な栄養価
を維持することが困難になると予想されるた
め給食費の適正化を検討する。
●教育長　具志堅　兼栄
　 　牛乳の飲み残しについては牛乳にココアと

かコーヒーを混ぜて飲みやすくしている事例
もあり、そういうのが可能なのか業者との調
整もありますので検討させてもらいたい。南
城市は牛乳の産地ですので子供たちの食育も
含めて牛乳を飲む習慣をつけていきたい。
質 畜産糞尿処理について
　 　南城市の畜産糞尿処理の問題は喫緊の課題

でありながらなかなか前に進まず市政の大き
な課題であります。急速土着菌増殖乾燥シス
テムという装置があり糞尿処理が1日で終わ
り水分を全く出さないということで最終処分
場A棟の満杯後の跡地利用として広域の畜産
排泄物処理場の設置が検討できないか伺う。
答 市民・地元と相談して決める
●市長　古謝　景春
　 　跡地利用については地域の方々が、若い方々

の雇用の場を造成するようなことも含めて今検
討している。
質　	ムラヤー構想について
　 　船越地区で取り組む先行的なモデル事業の

内容を伺う。
答 船越公民館エリアで検討
●企画部長　玉城　勉
　 　子どもたちの居場所の確保と高齢者の生き

がいつくりの機能を併せ持った多世代交流施
設の整備に取り組んでおり児童館を併設する
予定はありません。

たまき　つよし

知念 俊也

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 史跡整備について
　 　本市には数多くの史跡があり、観光資源に

見合った早急な整備・保全等必要ではないか。
答 基本計画策定に取り組む
●教育部長　宮城　光也
　 　玉城城跡整備について、文化庁や県へ確認

したところ今後の整備事業に影響を与えるこ
とから現在整備を進めている糸数城跡・知念
城跡・斎場御嶽整備と併せ、玉城城跡の基本
計画について、今後の策定に向け取り組んで
いく。
質 農業振興について
　 　循環型農業委託事業にて、飼料用サトウキ

ビを生産委託。輸入飼料が価格高騰する中、
代替飼料として期待するが、現況を伺う。
答 粗飼料として無償提供する
●農林水産部長　外間　孝明
　 　飼料用サトウキビの植え付け、肥培管理お

よび圃場への液肥散布が完了し、農業生産法
人との契約の準備を進めている。農業用機械
については来月までに沖縄県と無償借受契約
を結び、搬入を行う予定。収穫後の粗飼料と
して無償提供を行う。
質 地域課題について
　 ①船越バス停について
　②富里交差点信号機設置について
　③富里交差点付近道路擁壁雨水対策について
答 対策・要請していく
●企画部長　玉城　勉
　① 地権者の同意取付けや補助採択基準の要件

はバス停車輌停車帯の延長とその位置によ
り大きく異なる。現在、その確認は取れて
いない。同バス停車輌停車帯の設置見通し
は立っていない。

●市民部長　中本　和正
　② 当該交差点の交通量等を調査し再度与那原

警察署へ信号機設置要請する。
●土木建築部長　西村　啓
　③ 当該箇所は、道路擁壁から道路へ雨水が流

れ、歩道が滑りやすく危険な状況であると
認識。県管理であり南部土木事務所に対策
を要請する。

ちねん　としや
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吉田 潤

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 地域課題について
 　① 山里地域の越波に関して、私は以前から提

案している消波ブロックを、具志堅船溜ま
りの北側と西側に整備する抜本的な対策で
越波被害は防げると、答弁で該当しない部
分があるということではありますが、ここ
はまた市長の政治的な力量も発揮されて、
解決が出来ないか、市長の所見をお伺いい
たします。

答　 厳しい状況でございますが再度申
入れていきたいと思っております

●農林水産部参事　玉那覇　勲
　① 志喜屋漁港は基幹的な漁港で、船溜まりの

整備には補助事業化するというのが実際事
務的には今厳しい状況でございます。

●市長　古謝　景春
　 　消波ブロックを設置するように再三村時代

から要請をしてきましたが背後に住宅がない
と被害がないから出来ないような状況でし
た。佐敷地域も農地護岸老朽化している状況
です。そこも含めて今要請をしておりますの
でその段階において早く整備するように、ま
た再度申入れていきたいと思っております。
質 知念船溜まりについて
　② 知念船溜まりにおいて県の護岸整備事業で

階段式に整備されたのが原因で台風時に防
波堤を砂利や砂が港内に流れ込み堆積し又、
土地改良事業で整備された排水路の流末が
船溜まり敷地内に設置されているため、大
雨時には土砂等が港内に流れ込み堆積の原
因となっているので改善を求めます。

答　	接続案や分水方式などの計画等で維
持管理に努めてまいります

●農林水産部参事　玉那覇　勲
　② 排水路計画については既設の流末排水路が

船溜まり側へ流れ未整備の状況でありま
す。抜本的な排水路の変更計画としまして
は他ルートへの接続案や分水方式などの計
画を行ってまいります。

　　 船溜まり場内の防砂対策については定期的
な砂除去が可能か県と協議しながら維持管
理に努めてまいります。

よしだ　じゅん

運天 貴也

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 	市民サービス向上について
　 　死亡届に関連する窓口及び提出書類数、市

民への配慮等、また「おくやみ窓口」を設置
する自治体が増えるなか、市の方向性を伺う
答　 おくやみ窓口設置を検討する
●市民部長　中本　和正
　 　窓口は市民課を含め９課で、提出書類数は

70から80種類。死亡届や火葬許可証の発行
準備中等に、死亡に伴う各種届出の手続の御
案内を示し、必要な手続や窓口案内及び関係
部署との連携を心がけている。窓口設置につ
いては、令和４年度南城市行政改革推進計画
重点取組事項である
質 	知念地区の過疎化対策について
　 　児童生徒の減少が著しい知念小学校、中学

校に、魅力ある教育方針を打ち出し、子育て
世代の定住、他市町村からの転入の促進が急
務と思われます。施政方針で示された小中一
貫教育導入の方向性について伺う
答　 どういう一貫校を創るか、議論し
事を進める

●教育長　具志堅　兼栄
　 　この４年間、大きな動きはございませんで

した。知念小中学校の一貫教育については、
ぜひ地域と意見交換を行い、方向性が見つけ
られるものと思っています
再質 　 事業の予算化について伺う
答　 ●副市長　當眞　隆夫
　 　政策の中でやるということになっており、

いろんな補助金も活用しながら、進めていけ
ればと思っている
質 	第一次産業振興について
　 　南城市の水産業において、知念漁業組合は

独自でドローンを使ったモズクの環境変化に
伴う収穫時期や見込み数量の予測調査に取組
んでいるが、安定的な漁獲量の向上に向け、
漁協組合や関係機関と連携出来ないか伺う
答　 有益な取組みと認識
●農林水産部長　外間　孝明
　 　市として、更なる水産業の発展のため、関

係機関含め、どのような連携ができるか検討
してまいります

うんてん　たかや
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森山 悟

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 大雨災害について
　①南城市での大雨による被害状況について
　② 百名地区農業農村整備事業を行うにあた

り、今回の大雨に対しての百名土地改良区
の冠水状況について伺う

　③百名小学校前の道路冠水状況について伺う
　④ 百名小学校東線地方改善事業後の対応に関

して、排水路の詰まり等も含めて調査の結
果について伺う

答 課題解決に取り組んで行く
●総務部参事　糸数　義人
　① 住宅被害で床上浸水が４件、床下浸水が

７件の計11件、次に道路被害で冠水が42
件、土砂等流入が16件、排水路氾濫が４
件、側溝の蓋外れが８件、路面の破損等が
５件、その他１件の計76件でした。土砂
災害は、民地の土砂が崩れるなど被害計４
件、その他の被害として、河川・排水施設
の水位上昇や木製の電柱の崩壊、自宅敷地
の浸水や農地の浸水の被害が計14件あり、
合計105件であります。

　② 現在整備中であり、大雨により一部冠水は
見られましたが、本事業は今年度完了予定
であり、事業効果発現に向けて取り組んで
まいります。

　③ 道路冠水により付近の福祉施設が冠水被害
を受けたことと、学校関係者車両の水没の
報告があります。

　④ 今後調査結果を受け課題解決に向けた取り
組みを進めます。

再質 　 今後の災害に対しての対策が大事になって
くると思いますが、今後市の取組について
伺う。

答　 ●総務部参事　糸数　義人
　 　早急な対応としまして道路冠水、河川の氾

濫等に備えたシステムの構築を図り、積極的
に冠水箇所の情報を流し、市民に自ら被害か
ら身を守る意識を高めて行く事の推進を図る。

※  その他、ヤングケアラー問題、市道問題、
市道中山新原線について質問致しました。

もりやま　さとる

安谷屋 正

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質　 スマートスピーカーを活用した高
齢者見守りについて

 　 　デジタル田園国家構想で採択事例があるス
マートスピーカー（IT技術）を活用し、ひと
昔前の親子ラジオのようにも活用ができる高
齢者見守り事業を実施してはいかがか伺う。
答 調査研究を行う
●福祉部長　城間　みゆき
　 　現在、水道メーターの遠隔検針を活用した

高齢者の見守り実証実験を行っているところ
だが、IOTを活用した幅広い取り組みにつ
いても調査研究をしてまいりたい。
再質 市の行政報告や各公民館からの情報発信

も可能だと思われるので、災害時の情報
を各家庭に届けるという観点からも希望
する自治会をモデルケースとして取り組
みをスタートしてはいかがか伺う。

答 ●総務部参事　糸数　義人
　 　スマートスピーカーは様々な目的のために

活用できる可能性があると認識しているの
で、先進地の情報を収集するなどして事業化
を検討していきたい。
質　	道路整備について以下に伺う
　① 親慶原ロータリーのラウンドアバウト化に

ついて。
　② 糸数からの直線（山川道喜良原線）が交差

する喜良原の交差点のラウンドアバウト化
について。

答 以下の通り
●土木建築部長　西村　啓
　① つきしろIC地区の区画整理もあり、更な

る交通量増加が見込まれるので検討しなけ
ればならないと考えている。

　② 信号制御並びにラウンドアバウト化も含め
て県と協議していきたい。

質　	堀川区における排水問題について
　 　畜産汚水の混入が疑われる悪臭を放つ排水

に対する市の認識と対応を伺う。
答 県と共に指導を実施
●農林水産部長　外間　孝明
　 　豚舎の老朽化のため適切な管理が行き届い

ていない状況があり、8月10日までに堆肥舎
の屋根を修繕するよう指導している。

あだにや　ただし
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宮城 康博

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 普通財産について
　 ①南城市の普通財産の現状。
　② 普通財産のうち有効活用しうる土地はいか

ほどか。
　③大里北小跡地の今後の扱い方。
　④ 地方自治法施行令167条の２を適用して随

意契約する際の要領等は定めているか。

答 次の通りです
●総務部長　泉　直人
　① 建物が10件１万2,739.67平方メートル、土

地が1,910筆45万1,093.82平方メートル。
　② 旧大里北小学校跡地１万3,043平方メート

ル、旧大里勤労者体育館１万90.17平方
メートル、旧佐敷マリーナ跡地7,171.85
平 方 メ ー ト ル、 旧 玉 城 福 祉 セ ン タ ー
6,208.08平方メートルの４か所、計３万
6,513.1平方メートル。

　③ 嶺井区からの要請（平成26年４月）を踏まえ、
道路拡張、次世代のための宅地分譲地、伝
統文化である綱引きの場所として使用でき
る駐車場整備等、今後の方向性を検討して
いる。今後は、嶺井区と協議を重ね協力体
制を整えながら方向性を示してまいりたい。

　④ 本市では南城市契約規則のなかで定めてお
ります。

再質 随意契約は特例事態であり全国の地方公共
団体及び国の機関が、随意契約ガイドライ
ンというのを設けている。南城市もガイド
ラインを設ける必要はあると思うが総務部
長の所見をお伺いしたい。

答　 ●総務部長　泉　直人
　 　条例規則の在り方をガイドラインも含め今

後内部で調整していきたい。

再質 大里北小跡地利用については、北小跡地は
嶺井区の方々の土地じゃないので、南城市
民全体としてどうなのかということもぜひ
検討していただきたいと指摘しておく。

※  他に児童館と道路行政について質問しま
した。

みやぎ　やすひろ

島袋 裕介

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 観光について
　  　新型コロナウイルス感染症の拡大を受け

て、これまで経験したことのないような危機
が観光業界を襲いました。本市の観光関連事
業者も厳しい状況が続き、コロナ禍以前から
抱えていた構造的課題が一層顕在化していま
す。これまでの観光の在り方を見直す必要が
あると考えるが、本市の見解を伺う

　① これまでの観光の取組と成果、課題につい
て

　②今後の観光の課題と施策展開について
　③ 南城型エコミュージアムの観光の関連につ

いて

答 地域の住民一人一人が主役
●企画部長　玉城　勉
　① 「インバウンド受入環境整備」「観光交通

実証調査」「南城市まつり」などの様々な
取組を行い、南城市のPRや本市を訪れる
観光客を受け入れるための体制を強化する
ことが出来たと考えております。ただ、現
計画では５年毎のアンケート調査等で検証
するとしていたことから、成果などを適時
に評価しにくい状況となっております。今
年度は、同計画の中間期で見直しを行い、
こうした諸課題の解決策についても検討し
ていきたいと考えております。

　② 民間事業者が主体となって実施する観光関
連の実証事業及びDX化の推進等も踏まえ
つつ、中間見直しをする第２次観光振興計
画において新たな展開を盛り込み、取り組
んで参りたいと考えております。

　③ 通過型観光と言われる沖縄本島南部地域に
おいて、南城型エコミュージアムの推進は、
本市独自の地域資源の活用によって体験滞
在型観光への転換と発展を図り、持続化に
繋げる必要不可欠な取組であると考えてお
ります。

しまぶくろ　ゆうすけ
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閉会中の継続調査
調査事件

　① 今後の子育て政策について
　② 自然災害について
　③ コロナ対策について
閉会中の継続審査
　 　慎重審査を要するため、以下

の陳情案件を継続審査としまし
た。

　①  陳情第９号　陳情書について

総
務
福
祉
委
員
会

議会活動・委員会活動

閉会中の継続調査
調査事件

　① 財政課題について
　② 自然災害について
　③ 教育環境について
　④ 包括業務委託について

産
業
教
育
委
員
会

宮平 憲二

◀議会中継
※ 詳細については公開され
ている議事録または議会
中継もぜひご覧下さい。

質 大里南小学校線（通学路）の早期
開通について

 　 　大里南小学校線の早期開通については、平成
30年９月定例会の一般質問でも取り上げました。
いまだに子供たちの安全な通学路が確保されて
ない現状があります。以下について伺います。

　① 児童生徒の通学の安全確保のために、道路管
理者と学校管理者はそれぞれどのような対策
をしているのか伺います。

　② 今後の大里南小学校線の工事再開から完了ま
での、スケジュールを伺う。

答 	工事のスケジュールは未定です。
●土木建築部長　西村　啓
　① 土建部は、通学路合同点検の実施後に、危険

箇所についての対策の実施。
●教育部参事　與儀　毅
　① 危険な場所にスクールガードを配置し、安全

指導を行っております。
●土木建築部長　西村　啓
　② 地権者の同意が得られてないので、工事のス

ケジュールはありません。

質 南城市のAED配置状況について
　 　日本では病院以外で心臓突然死する人が、毎

年６万人いるとされています。南城市における
AEDの現状を伺います。

　① 南城市が配置したAEDの台数と配置場所の一
覧

　② 島尻消防に119番通報してから、救急車が現
場に到着するまでの平均時間を伺います。

　③ 地域コミュニティーの活動拠点でもある「ム
ラヤー」には、AED配置が必要不可欠だと考
えるが見解を伺う。

答 今後どういう形できるか含めて検討
していきたい

●総務部長　泉　直人
　① 本市が配置したAEDは、庁舎４台、観光関連

施設５台、児童館７台、福祉施設１台、体育
館及び生涯学習施設10台、幼小中学校28台、
計53台であります。

　② 現場到着平均時間が10分20秒となっておりま
す。

●市長　古謝　景春
　③ 70自治体に全部というのは今のところ考えて

おりませんが、今後どういう形ができるか含
めて検討していきたいと思っています。

みやひら　けんじ
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会議日程

議員名

第３回
臨時会 第２回定例会

５月 ６月
27日 ８日 13日 14日 15日 16日 17日 20日 21日 24日
本
会
議
①

本
会
議
①

本
会
議
②

本
会
議
③

本
会
議
④

本
会
議
⑤

常
　
任

委
員
会
①

常
　
任

委
員
会
②

常
　
任

委
員
会
③

常
　
任

委
員
会
④

本
会
議
⑥

議長 国　吉　昌　実 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 委員会に所属していないため ○

総
務
福
祉
委
員
会

松　田　兼　弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
中　村　直　哉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 他 他 ○
安谷屋　　　正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮　城　秋　夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新　里　　　嘉 他 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
島　袋　裕　介 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前　里　輝　明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
上　地　寿賀子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大　城　竜　男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
玉　城　　　健 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産
業
教
育
委
員
会

親　川　孝　雄 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 他 他
知　念　俊　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
運　天　貴　也 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
森　山　　　悟 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
宮　城　康　博 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
仲　間　光　枝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
吉　田　　　潤 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
平　田　安　則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○
宮　平　憲　二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○

　欠席の事由　○：出席　△：途中出席　▲：途中退席　除：除斥　公：公務　病：病休　他：その他

議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表議員別出欠一覧表

♦陳情第３号 選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する
陳情書について

　 　長年にわたって国会で議論されてきた選択的夫婦別姓について、本市議会から国へ法制化を求め
る意見書の提出を要望する本陳情は、令和４年１月に提出され、３月定例会にて総務福祉委員会に
付託され、審査を行ったものの、慎重審査を要することから、継続審査となっていました。６月定
例会の同委員会において、再審査を行ったところ、趣旨には賛成できるとのことから趣旨採択とい
う結果になり、本会議において全会一致で趣旨採択されました。
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♦陳情第10号　�「天の浜」の安全・安心で自由・適正な利用に関する陳情
について

　�　津波古区にある天の浜は市民の憩いの場であるが、近年、水上オートバイ等の乗り入れやテント、
テーブル、イス等を持ち込んで営業行為が行われており、騒音被害やゴミ問題などを引きおこして
いるとして、関係法令による行政指導や水上オートバイを規制するための条例の制定等を要望する
として提出されました。

　　産業教育委員会及び本会議において、願意妥当として全会一致で採択されました。

♦陳情第13号　�小中学校のトイレに生理用品を設置することについての
お願いについて

　�　最近、報道でも目にすることが多くなってきた生理の貧困について、経済的な理由だけでなく、
父子家庭では異性である父親に生理用品を買ってもらうことは精神的に難しいなど、様々な理由か
ら生理用品を入手することが困難な子どもがいるとして、小中学校のトイレへ生理用品の設置やそ
の使用方法について張り紙をするなどの対応を要望するとして提出されました。

　　産業教育委員会及び本会議において、願意妥当として全会一致で採択されました。

♦陳情第14号　建設業振興に関する要請書について
　�　南城市商工会建設業部会は、南城市との災害協定に基づく緊急対応や、雇用、地域振興など、重

要な社会的役割を果たしており、これらの役割を持続的に果たしていくためには、部会員企業の経
営安定が必要不可欠であり、市の公共工事で優先発注を要望するとして提出されました。

　　産業教育委員会及び本会議において、願意妥当として全会一致で採択されました。

♦陳情第１号　�陳情書について
　�　冨祖崎区とその周辺の環境改善を要望する本陳情は、令和４年１月に提出され、３月定例会にて

産業教育委員会に付託され、審査を行ったものの、慎重審査を要することから、継続審査となって
いました。６月定例会の同委員会において、再審査を行ったところ、願意妥当であり採択という結
果になり、本会議において全会一致で採択されました。
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　日々、教育発展のために、御努力いただいていることに敬意を表します。
　さて、経済格差の拡大などによる就学援助児童生徒の増加、保護者等の多様な教育ニーズ、子ど
もたちの学力格差の拡大など、ますます教育現場では困難な状況が表れています。
　日本の学校の「１学級40人」の定数は国際的に見て異常な多さであり、OECD諸国に比べて１学
級当たりの児童生徒数や教員1人当たりの児童生徒数が多い状態です。文部科学省が実施した「今
後の学級編制及び教職員定数に関する国民からの意見募集」では、約6割が「小中高校の望ましい
学級規模」として、26人～ 30人を挙げています。このように、保護者も30人以下学級を望んでい
ることは明らかです。学校現場では個々に応じたきめの細かい指導や、ゆとりをもった授業が強く
求められており、一人ひとりの子どもに丁寧な対応を行うためには、1クラスの学級規模を引き下
げる必要があります。
　2021年3月の国会において「公立義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法
律」の一部を改正する案が可決し、小学校の学級編成の標準を5年間かけて計画的に35人に引き下
げることになりました。
　また、沖縄県はすでに独自の少人数学級施策として、小学校1年2年で条件が合えば「30人以下
学級」、2012年度から小学校3年で「35人以下学級」、2014年度から中学校1年で「35人以下学級」、
2016年度から小学校4年生で「35人以下学級」、2017年度から小学校5年生で「35人以下学級」、
2018年度から小学校6年生で「35人以下学級」を進展させています。さらに県教育委員会は2021
年4月から「35人以下学級」を中学校2・3年生まで拡大する方針を決めましたが、県独自の施策に
おける25人下限があるために、35人以下学級ができない事例もあります。
　これら「少人数学級」の実現は、次代を担う子どもたちの教育をより良くしていくために必要不
可欠な制度であり、実際に日本各地で何らかの形態で「少人数学級」の施策が実施されています。
中には沖縄県より進んだ「少人数学級」が実現している他府県も多くあります。
　しかし、さまざまな教育課題をかかえる沖縄県では、それを解決するための「少人数学級」実現
はまだまだ不十分な状況にあります。すべての子どもたちがどこに生まれ育ったとしても等しく良
質な学校教育を受けられるようにすることは、多くの保護者・教育関係者の願いであると同時に、
国はもちろん県・市町村も含めた行政の責任でもあります。そのためにも学校現場における「30
人以下学級」の完全実現は急がれる課題になっております。次代を担う子どもたちの健やかな成長
を願うこの要望をご理解の上、お力添えをいただきますよう下記の事項を強く要請いたします。

記
国におきましては、
一�、段階的に中学校全学年まで「35人以下学級」を実現するとした教職員定数改善計画を速
やかに実施すること。
一�、さらに「30人以下学級」の早期・完全実現を国の責任で行うこと。特に、教職員定数の
大幅な改善など人的措置・財政的な措置を行うこと。
県におきましては、
一�、段階的に中学校全学年まで「35人以下学級」を実現するとした教職員定数改善計画を速
やかに国に実施するよう要請すること。
一�、さらに「30人以下学級」の早期・完全実現ができるよう教職員定数の大幅な改善など人
的措置・財政的な措置を国に要請すること。
一�、県独自にも「30人以下学級」が実現できるよう、枠の拡大や下限条件「25名以上」の
引き下げに努力すること。
一、「30人以下学級」に伴う教室増等の条件整備を市町村と連携して計画的に行うこと。
一、増員される教職員は臨時採用ではなく、正規の教職員をあてるようにすること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。
　令和４年６月24日

沖縄県南城市議会
あて先　内閣総理大臣、文部科学大臣、沖縄県知事、沖縄県教育委員会教育長

「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書「30人以下学級の早期・完全実現」のための意見書
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　日々、教育発展のために、御努力いただいていることに敬意を表します。
　さて、今日の教育の抱えている課題を解決するためには、地域や子どもの状況を踏まえ多様な教
育活動が推進できるよう、「当事者」である学校や市町村教育委員会が主体的に運営できる仕組み
に改善することが喫緊の課題です。
　そのためには財政的な保障が必要であり、それは国としての責務です。義務教育費国庫負担制度
は、教育の機会均等とその水準の維持向上を図る制度として完全に定着しており、現行教育制度の
重要な根幹をなしています。
　しかしながら政府は、昭和60年度以降、義務教育費国庫負担制度の見直しを行い、これまで旅費、
教材費、恩給費、共済費、公務災害補償基金、退職手当及び児童手当等義務教育に係る経費を相次
いで一般財源化した経過があります。さらに三位一体改革により、義務教育費国庫負担制度の国負
担割合は「2分の1」から「3分の1」に引き下げられ、教育予算について、GDPに占める教育費の
割合は、OECD加盟国の中で日本は最下位となっています。
　現在においても、教職員給与費のさらなる一般財源化ばかりか義務教育費国庫負担金全額の一般
財源化を推し進めようとするなどの動きがあります。もし、義務教育費国庫負担が無くなれば、自
主財源の厳しい地方公共団体では、義務教育に十分な予算を回すことができなくなり、地方公共団
体間での教育条件に大きな格差が生じます。特に、多くの離島僻地校を抱える本県は非常に深刻な
状況に置かれることが予想されます。
　子どもたちの教育条件に、地域による格差を生じさせてはなりません。少なくとも憲法に保障さ
れた義務教育においては、全国均質の教育条件を国の責任で保障すべきです。
　つきましては、以下の事項を強く求めます。

記
一�、教育の機会均等とその水準の維持向上を図るため、その根幹となる義務教育費国庫負担制度を
堅持し、早急に国の負担を（2分の1以上に）拡充すること。
一�、教職員定数改善を速やかに実施するとともに、学校現場に必要な教職員を確保し、スクールカ
ウンセラーやスクールソーシャルワーカー等の専門職の配置を正規職として拡充できるようにす
ること。
一�、意欲と情熱を持って教育に取り組む優れた教員を確保するため、人材確保法を堅持し、勤務実
態を踏まえた教員の処遇改善に努めること。
一、教育関係予算を増額し、充実させること。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。
　令和４年６月24日

沖縄県南城市議会
あて先　内閣総理大臣、文部科学大臣

「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書「義務教育費国庫負担拡充」及び教育条件整備のための意見書

 平年より多雨だった梅雨も明け、厳しい暑さが連日
続いておりますが、皆様体調管理には苦慮されてお
りませんか？個人的には冷水を避けこまめな水分補
給を行うことで夏バテ防止に努めております。さて
話題はかわりますが、現在夏休み期間のため、学校
はお休みですが、長年学校支援ボランティア活動を
行っている団体（会）があることを皆様はご存じで
しょうか、大里、玉城、佐敷、知念、すべての地区
で、早朝、放課後の学習支援、クラブ活動支援、通
学時の見守りなど様々な支援を学校と連携を取りな
がら行っております。

　しかし、長年にわたって学校教育に寄与してきた
団体（会）も人材の不足、なりて不足が大きな課題
と聞きます、その中で本年度より市内小学校でコ
ミュニティスクール事業がスタートしました（次年
度中学校）。「保護者や地域が学校の様々な課題解決
に参画し、それぞれの立場で主体的に子どもたちの
成長を支えていくための仕組み」を趣旨とする同事
業、先ずは出来ることから皆様も学校支援に携わっ
てみませんか、自分磨きにもつながるのでは、市民
皆様のご理解ご協力を宜しくお願い致します。

議会広報委員　新里　嘉

宛先・お問合せ先：南城市議会事務局宛先・お問合せ先：南城市議会事務局
〒901-1495　沖縄県南城市佐敷字新里1870番地

E-mail　gikai@city.nanjo.okinawa.jp　TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438
〒901-1495　沖縄県南城市佐敷字新里1870番地

E-mail　gikai@city.nanjo.okinawa.jp　TEL 098-917-5405　FAX 098-917-5438

集集 記記後後編編
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広報委員長　宮平　憲二
　平成30年９月定例会第51号～令和４年６月定例会第66号までの16刊を発行してまいりました。
　議会での様々な審議内容等を、見やすく、よりわかりやすい紙面を心がけて編集作業を行い、多く
の市民の皆様に「議会だより」を読んでもらえるように広報委員会は創意工夫してまいりましました。
　一般質問の紙面では、令和２年12
月定例会までは縦書きの上下配置でし
たが、令和３年３月定例会からは横書
きの左右配置に変更しましたが、いか
がでしょうか。
　これまでの４年間、議会に対するご
意見やご協力いただき広報委員一同、
感謝申し上げます。
　改選後の「議会だより」もこれまで
以上にご愛読いただき、市民の皆様の
貴重なご意見・ご感想・ご要望等をお
寄せいただきますようお願いいたしま
す。

南城市議会議長　国吉　昌実
　南城市議会を代表してご挨拶を申し上げます。
　市民の皆様におかれましては、日頃より南城市議会の議会運営、活動にご理
解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　この４年間、議決機関として市民の皆様の負託に応えるべく、議会の活性化
及び社会福祉の向上にまい進してまいりました。任期中に各議員が行った一般
質問は300件にのぼり、国や関係省庁への意見書を50件提出しております。
　また、世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感染症の影響は、本市議会にも及んでおり、
平成24年より開催しております議会報告会も、令和２年度は感染拡大防止のため書面開催となり、令
和３年度は動画による報告を行いました。加えて、臨時会の開催も増えており、令和２年は６回、令
和３年は４回と、通常時の２倍近い回数となっております。
「市民に開かれた議会」への取り組みの一環である、議会報告会を対面で開催できなかったことは
大変残念でありました。しかし、中止ではなく、工夫を凝らして開催ができましたことは議会活性化
特別委員会や議員の努力の結果だと感じております。
　このように、南城市議会が４年間順調に議会の使命を全うできましたのも、市民の皆様のご支援、
ご協力の賜物であります。
　これからも市民と共に歩む議会を目指し、市民の皆様の声をより市政に反映させるため、議員一同
努力を続けてまいります。
　結びに、南城市と南城市議会の一層の繁栄と躍進、市民の皆様のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、
ご挨拶といたします。
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